
軍
つ
光
乙
と
も
あ
っ
て
､
醸
造
披
細
の
改
良
に
は
苦
心
を
鍵
盤
も
の
で
あ
る
が
､
要
す
る
に
こ
れ
も
水
質
の
よ
廿
rJ

と
が

1
以
因
で
な
-
て
ほ
な
ら
約
.
年
度
斬
八
十
簡
閲
で
あ
る
｡

次
で
捕
掠
飲
料
水
が
五
十
苗
圃
あ
る
が
､
こ
れ
は
ア
イ
ス
ケ
ー
キ
の
た
め
に
魔
倒
さ
れ
か
～
つ
て
ゐ
る
｡
叉
必
ず

し
も
こ
の
他
の
特
産
で
は
覆

い
O
特
産
と
し

ては
教
手
拭
と
晒
布
が
あ
る
｡
工
場
が
河
岸
に
あ
っ
て
豊
富
な
河
水
を

利
用
し
て
操
業
し

てゐ
る
｡
傘
も
特
産
の

一
つ
で
､
こ
れ
も
水
に
練
が
あ
る
と
云
へ
ば
云
は
れ
る
｡

IjB
業
で
は
地
下
水
の
豊
富
を
rJ
と
が
蓮
根
の
栽
培
を
感
に
し
た
｡
鹿
島
膳
の
蓮
根
は
そ
の
産
額
金
閣
第

.1
位
に
あ

っ

て'
郡
部
に
も
相
皆
に
産
す
る
が
市
の
産
額
が
最
も
多
-
七
年
敬
約
四
十
五
苗
圃
で
あ
る
.
(完
)

薩

隅

地
域

に
於

け

る
園

垂

業

-

主
と
し
て
流
束
開
塾
に
つ
い
て

ー吉

田

主

三日

日

次

i
.
榊
T&
光
数

社
の
過
柵

E
i.'
代
米
的
閑
出
地
肝
の
枇
?
.

二
､
風
土
帖
と
榊
塞

..i=:､
抑

:糾｡=

三
､
虫
嬰
附
銭
作
佃
の
北
席
と
什
山
地

L】

｢

園
馨
発
覚
蓮
の
過
程
概
観

隙
剛
地
域
に
於
け
る
別
封
黙



地

域

沸

二
十
七
懇

節
二
雛

70四

二六

薩
隅
地
域
の
競
茶
園
聾
が
今
日
の
集
約
的
経
常
む

見
る
ほ
至
っ
た
歴
史
は
極
め
て
新
し

い
｡
従
っ
て
其
の
地
域
的

横
が
-1
も
分
散
的
､
特
殊
的
で
あ
っ
た
が
最
近
園
事
組
合
の
成
立
､
活
躍
を
見
る
や
う
に
在
っ
て
次
第
に
栽
培
面
積

79
増
加
し
且
集
囲
的
は
在
っ
て
躍
進
の

1
路
を
辿
っ
て
ゐ
る
｡
此
の
地
域
は
此
塵
的
有
利
夜
自
然
修
件
の
下
に
置
か

れ

てゐ
る
為
､
征
衣
自
給
自
他
の
生
活
は
甘
ん
じ
て
斯
業
は
殆
ど
顧
み
ら
れ
を
か
つ
ね
｡
即
ち
甘
藷
の
間
で
米
以
外

の
食
料
に
恵
ま
れ
て
ゐ
る
組
係
上
'
現
金
収
入
の
必
要
を
n
ま
で
痛
威
し
な
か
っ
た
串
や
､
煙
草
耕
作
地
戒
に
あ
っ

て
は
其
の
庶
償
金
の
取
入
で
農
家
経
酒
が
洞
rb
れ
た
蔀
が
､
中
火
市
場
か
ら
遠
-
運
搬
経
費
と
日
数
に
於
で
採
算
上

不
利
で
あ
る
革
等
と
も
銅
聯
し
て
､
諏
兼
栽
培
は
軍
に
自
家
消
費
を
充
す
ほ
止
ま
っ
て
ゐ
ね
の
で
あ
る
｡

所
が
経
溶
射
の
不
況
は
農
産
物
憤
格
の
暴
落
と
在
-
､
之
が
対
策
の

一
法
と
し
て
斯
業
の
勃
興
が
企
劃
n
れ
る
ほ

4･～q･･
人T+
Q
▲
至
っ
た
事
'

一
般
祉
食
入
の
生
活
程
度
の
向
上
は
所
謂

超
季
節
的
端
末
を
要
求
す
る
ほ
至
っ
た
事
､
史
に
は
水

陸
交
通
概
観
の
完
備
せ
る
革
等
ほ
依
-1
､
霜
は
恵
ま
れ

〃

h

M

チ

rv

ヴ

E>

`

｢

‖

∫

･占

▲つ

4

4

人r

lJ

‥

‥
た
る
各
種
自
然
修
件
の
上
に
立
っ
て
従
氷
の
農
業
の
箪

:I.:
純
性
よ
-
漸
次
営
利
的
な
畑
作
園
塾
化

へ
樽
向
の
塘
運

に
至
っ
た
の
で
あ
る
.
斯
-
て
読
菜
の
種
類
栽
培
面
積

は
款
速
に
槍
卸
し
販
路
79
内
地
は
勿
論
､
鮮
満
地
方
は
迄
進
出
す
る
の
盛
況
に
至
っ
た
｡
主
要
作
物
栽
培
面
積
の
壁

遼
東
は
其
の
教
壇
過
蘭
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
｡

こ
､
風

土

性

と
囲

碁



気
候
的
因
子
が
斯
業
の
聴
蓮
は
及
ぼ
す
制
約
は
恕
凝
､
郷
親
類
は
封
す
る
よ
-
も
著
し
い
も
の
で
あ
る
｡
此
の
地

域
は
朱
放
伐
件
に
放
て
誠
に
天
恵
の
地
で
早
熟
洗
薬
間
数
､
抑
制
栽
培
地
と
し
て
好
適
で
あ
る
｡
即
ち
南
海
式
東
棟

院
は
属
し
年
平
均
粟
汲

〓
ハ
皮
～

1
七
皮
､
称
に
薩
摩
､
大
隅
両
牛
島
尖
船
郭
で
は

一
九
鑑
内
外

(枕
橋
立
ケ
年
平

均

一
九
度

二

志
布
志
同

山
九
度
七
)
堅
不
し
斯
業
の
先
進
地
鼻
州
の
7
五
庶
讐

沼
津
の

-i
五
些

こ
､
高
知
の

1

五
度
六
は
此
し
慈
か
に
温
暖
で
あ
る
0
殊
に
早
熟
'
抑
制
栽
培
は
踊
孫
株
か
い
冬
季
の
乗
組
は
就
て
見
る
ほ
政
審
月

と
経
も
入
皮
内
外
を

保
ち
且
つ
窓
車
が
棲
め
て
短
か
い
の
で
好
都
合
で
あ
る
.
両
鹿
は
二
〇
〇
〇
耗
以
上
の
多
雨
地

帯
で
其
の
季
節
的
塵
化
は
梅
雨
期
は
数
多
で
あ
わ
､
冬
季
四
ケ
月
が
少
雨
で
あ
る
｡
両
畳
は
於
で
斯
業
に
影
響
の
大

き
い
の
は
蓮
積
駒
の
降
補
､
永
縛
的
の
晴
天
で
あ
る
｡
前
者
は
作
物
の
蔑
甜
上
不
可
覆
る
葦
は
勿
論
､
威
基
類
の
栽

培
期
は
あ
つ
て
は
人
工
受
粉
に
依
ら
ぬ
ば
(施
歳
の
活
動
中
止
り
馬
)糖
蜜
園
頻
の
場
合
も
あ
る
L
t
後
者
は
衣
砂
暦

の
畑
地
'
砂
地
利
用
の
場
食
草
賓
を
被
る
事
と
在
る
0
串
'
昭
和
九
年
の
単
底
の
如
き
例
外
的
少
桶
を
除

い
て
殆
ど

四
五
日
轟
は
降
両
を
見
る
の
で
斯
業
に
は
良

き
影
響
を
典

へ
で
-
れ
る
O

､

.

.

...
T
…
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"

∵

T
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V
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T
.I
I

㌻

∵

㍉

∴

二

各
期
の
降
霜
降
雪
は
特
注
或
大
在
槻
係
数
持
つ
の
で
あ
る
が
'
商
機
の
枕
崎
に
於
け
る
状
態
は
左
嚢
の
通
わ
で
あ

経
桝
地
域

に
於
け
る
関
銭
洪

10菰

二
七



牛
島
尖
端
部
も
銅
霜
雪
を
見
る

(搬
児
島
測
候
所
管
内
の
観
測
所
は
本
土
は

一
九
箇
所
あ
る
が
何
れ
も
無
茄
地
で

な

い
)
が
降
霜
日
数
は
極
少

い
し
降
霜
期
間
も
内
地
で
は
敢
知
地
帯
は
魔
す
る
｡
即
ち
枕
崎
に
於
で
初
錆

一
月
九
日

終
端
三
月
十
八
日
(
昭
和
九
年
)志
布
志
に
於
で
は
初
霜
十

7
月
八
日
､
終
霜
三
月
十
六
日
(
昭
利
九
年
)
で
あ
る
｡
此

の
轟
は
壷
菓
栽
培
に
さ
し
た
る
悪
影
響
む
も
た
ら
さ
ず
(幾
分
霜
除
け
を
な
す
程
度
ほ
て
吋
)殊
に
収
束
瓶
､
葱
､
キ

ャ
ベ
ツ
の
如

き
は
あ
っ
て
は
教
育
の
蜜
せ
ら
れ
る
事
は
殆
ど
な

い
｡

主
要
開
塾
地
域
を
概
観
す
る
に
早
熟
栽
培
､
抑
制
栽
培
,<t･J目
指
す
ほ
は
可
成
高
温
で
あ
る
事
が
必
要
で
あ
る
｡
其

の
好
適
地
と
し
て
は
両
牛
島
は
於
け
る
瓶
岸
附
近
の
衆
砂
基
地
の
休
閑
地
利
用
及
び
海
岸
砂
地
の
鮭
酒
的
利
用
で
あ

る
｡
特
に
後
者
は
単
作
-
地
と
し
て
は
敵
地
で
此
の
砂
地
が
金
牌
下
は
三
〇
〇
〇
飴
町
歩
も
存
在
す
る
｡
其
の
内
'

利
用
砂
地
は
薩
摩
中
島
酉
岸
の
生
砂
柑
'
常
世
町
か
ら
阿
多
'
伊
作
､
轟
木
野
方
面
は
亘
る
延
長
七
〇
粁
の
吹
上
潰

エ
イ

砂
丘
輝
の
内
側

完
雪

及
牛
島
南
岸
の
頴

娃

村
(
仙
田
､
十
町
)､
山
川
町
は
及
ぶ
砂
地
､
大
隅
牛
島
ほ
て
は
志
布
志

摩
砕
の

一
六
粁
ほ
亘
る
弧
状
砂
丘
の
内
側
(東
串
良
､
大
輪
'
志
布
志
)
及
び
西
海
岸
の
花
岡
､
垂
水
等
ほ
於
け
る
堕



m
跡
等
が
著
し

い
も
の
で
あ
る
｡
以
上
の
外
､
特
殊
闘
整
地
と
し
て
名
高

い
南
蘭
の
指
宿
脱
臭
地
帯
の
読
菜
園
塾
'

及
び
的
方
的
消
費
都
市
鹿
見
島
市
を
陶
純
す
る
近
郊
式
開
塾
農
相
が
各

々
白
熱
的
､
人
文
的
要
因
に
よ
っ
て
夫
々
特

典
の
磯
連
を
遼
げ
て
ゐ
る
｡

三
､
主
要
園
慈
作
物
の
生
産
と
仕
向
地

妨二間 志布志附近に於ける読兼栽培期間
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酷
刑
地
域
に
於
け
る
脚
#
[業

此
の
地
域
の
裁
柴
の
商
晶
と
し

ての
優
越
的
地
位
は
超
季
節
的
に
供
給
し

得
る
と
言
ふ
鮎
で
他
地
方
の
品
薄
の
場
合
に
出
荷
し
ヱ
向
倍
に
詐
債
さ
れ
る

の
で
あ
る
｡
此
の
事
は
産
出
畳
の
末
だ
少

い
事
や
'
中
央
市
場
距
離
の
大
き

い
轟
に
依
る
不
利
を
補

っ

てゐ
る
の
で
あ
る
.
志
布
志
附
近
ほ
於
け
る
課
業

栽
培
期
は
表
の
洩

ら
で
之
に
依
っ
て
風
土
の
天
恵
に
依
存
す
る
季
節
外
れ
の

｢
走

か
｣
｢
遅
れ
｣
の
可
能
を
草
や
殆
ど
周
年
栽
培
し
て
ゐ
る
様
子
が
う
か
iJ
は

れ
る
で
あ
ら
う
｡
作
物
中
瓶
兼
頼
､
韮
基
数
は
普
通

一
棟
農
家
で
栽
培
さ
れ

る
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
自
家
消
費
量
多
-
従
っ
て
苗
場
向
き
読
英
と
し
て

は
蹴
基
軸
､
里
芋
等
が
覇
業
を
役
割
を
滑
じ
て
ゐ
る
｡

南
瓜
栽
培
中
心
地
-

中
郡
字
､
谷
山
町
､
横
島
'
伊
数
等
庇
見
島
市
を
同

種
す
る
地
域
及
び
素
人
､
山
川
､
生
砂
'
常
世
'
内
之
浦
等
'
大
郷
分
黒
皮

早
珪
種
O

胡
瓜
栽
培
中
心
地
=

中
郡
宇
'
谷
山
'
碍
水
野
､
枕
崎
'

西
志
布

志

等

｡

]〇
七

二
九



早 熟 読 某 栽 培 事 業 成 績
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里
芋
栽
培
中
心
地
=

中
郡
軍
､
問
武
田
､
谷
山
､
伊
敷
､
枕
臓
､
知
腰
'
頴
娃
､
指
宿
'
浦
山
､
車
煉
､
小
状
古

等
.
海
岸
砂
地
利
用
の
代
表
作
物
｡
石
川
早
生
種
が
主
で
あ
る
｡

ト
ヤ
ー
栽
培
中
心
地
=

佐
多
p
内
之
浦
､
棟
島
'
中
郡
宇
'
谷
山
､
指
宿
等
特
に
佐
多
が
多
-
冬
の
最
中
に
も
阪

刑
巾
場

へ
出
荷
｡

茄
子
栽
培
中
心
地
=

指
宿
'
谷
山
､
枕
崎
'
加
世
托t
t
串
木
野
'
阿
久
赦
､
州
内
等
｡

西
瓜
栽
培
中
心
地

=
谷
山
'
指
宿
'
山
川
'
常
世
'
串
木
野
'
旺t
布
施
'
高
江
'
東
串
良
､
酉
志
布
志
'
頴
娃
等

砂
地
利
用
の
作
物
で
あ
る
｡

(

膳
農
骨
調
査
に
ょ
る
斯
業
の
成
績
表
)之
等
の
仕
向
地
に
就

ては
北
九
州
工
業
地
昔
､

山
陽
地
方
譜
都
か
'
阪
帥
工
業
地
昔
'
名
古
屋
附
近
'
朱
潰
地
方
､
朝
鮮
京
城
附
近
が
主
で
あ
る
｡

四
､
代
表
的
園
蕃
地
帯
の
概
説

㊤
指
宿
温
泉
地
帯

健
康
牛
島
兼
甫
繍
部
は
於

て西
､
池
江t
t
鰻
池
火
山
群
と
束
､
魚
見
接
地
塊
と
の
中
間
に
あ

る
低
地
乙
を

｢
畑
掘
れ
ば
畑
に
.79
陽
わ
き
砂
掘
れ
ば
砂
に
も
湯
わ
-
指
宿
の
里
｣
と
歌
は
れ
る
池
永
地
帯
で
北
碑
Il

南
東
に
柴
立
'
里
ノ
湯
'
潟
n
t
湊
､
璃
ケ
潟
等
の
混
泉
が
地
下
坊
裂
線
上
に
排
列
さ
れ
る
｡
湧
出
置
域
約
二
〇
〇

町
歩
'
此
の
豊
富
を
湧
泉
と
肥
沃
な
坤
耕
地
'
且
つ
は
温
暖
東
低
等
の
有
利
な
国
子
を
利
用
し

て庇
兄
島
高
等
鹿
林

撃
枚
指
宿
試
戯
場
が
泉
熱
利
用
の
閉
塞
業
HLJ率
先
開
始
し
た
轟
に
刺
戟
さ
れ

て民
間
に
於
で
も
読
薬
類
の
促
成
栽
培

勃
興
の
機
運
と
な
っ
た
｡
此
の
低
地
を
冬
季
歩
る
-
者
の
眼
に
先
づ
映
ず
る
の
は
卓
越
風
を
防
ぐ
た
め
の
高

い
ス
ス

キ
垣
が
群
を
な
し

てゐ
る
事
で
､
其
の
風
蔭
に
弧
床
群
が
並
び
之
に
は
生
井
に
よ
る
地
下
脱
湯
(
六
〇
度
棟
)
を
鉄
管

で
導
き
促
成
栽
培
を
行
っ
て
ゐ
る
｡
斯
様
を
弧
床
が
町
内
約
七
〇
個
所
に
及
び
各
漉
床
か
ら
平
均
的

一
七
〇
〇
〇
聞

統
帥
地
域
に
於
け
る
榊
英
米

]呆

三
1



地

球

節

二十
七
怨

弟

二
批

二〇

三
二

を
畢
げ
る
と
言
は
れ
る
｡
鋸
非
は
約
凹
○
米
か
ら
五
〇
米
の
泥
岩
で
港
南
弧
陽
む
称
ら
れ
る
と
言
ふ
｡
現
在
で
は
此

の
種
の
択
井
創
設
希
望
者
激
均
し
､
弧
泉
の
汎
皮
の
鮎
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
乱
掘
は
許
さ
れ
沿
革
に
な
つ
y
ゐ
る
｡

栽
培
品
種
は
茄
子
が
主
で
十
二
月
に
既
に
採
収
が
始
ま
少

.;
月
に
は
中
火
苗
場

へ
も
出
荷

さ
れ
る
｡
外
は
ト
や
ト

メ
ロ
ン
'
胡
瓜
等
も
漸
次
壇
加
し
て
来
た
｡
戯
道
も
開
通
し
な
し
園
褒
熱
も
益
勃
興
し
て
凍
な
の
で
愈
々
高
庇
の
園

薮
地
域
と
し
て
進
出
す
る
革
と
恩
は
れ
る
｡
要
す
る
に
指
宿
は
天
恵
の
熱
醇
に
よ
っ

て著
し

い
特
異
性
を
凝
揮
し

て

ゐ
る
の
で
あ
る
｡

⑱
脱
見
島
市
は
依
春
す
る
園
塾
仙
郷

人
口

7
八
苗
の
消
費
都
市
を
練
る
地
域
は
各
々
地
位
の
特
殊
性
と
風
土
よ

-,h
狗
特
の
開
塾
が
発
達
し
て
ゐ
て
地
理
的
研
究
の
封
闇
と
し
て
は
興
味
深
か
い
も
の
が
あ
る
.

①
楼
島
の
国
数

1
斑

①
地
形
的
に
新
地
の
制
約
を
受
け
る
此
の
島
の
間
数
は
火
山
麓
に
教
壇
し
た
混
扇
地
域
の
利
用
で
あ
る
か
ら
其
の

核
心
は
北
酉
海
岸
近

い
フ
ア
ン
の
部
分
で
あ
る
｡

⑭
フ
ア
ン
の
土
壌
は
殆
ど
火
山
次
､
砂
機
よ
み
構
成

さ
れ
た
火
山
地
域
特
有
の
農
業
地
で
あ
り
気
候
幌
件
も
斯
業

は
よ

き
影
響
を
典

へ
る
｡

FGi
j四
肝
の
封
岸
に
人
口
十
八
常
の
市
場
を
捧

へ
で
絶
好
の
位
置
を
占
め
る
｡
島
の
農
業
鼎
が
寄
木
酬
工
的
複
郷
芸
.

高
度
の
集
約
的
経
常
で
あ
る
革
何
れ
も
前
述
の
事
情
に
依
存
す
る
と
言

へ
る
で
あ
ら
う
｡
従
っ
て
作
物
は
殆
ど
凡
て

市
場
向
き
換
金
作
物
で
自
給
作
物
は
極
め
て
少
-
生
活
必
需
品
は
米
か
ら
移
入
す
る
経
韓
様
式
で
あ
る
｡

㊤
佐
用
肥
料
の
大
部
は
市
の
人
糞
尿
で
酵

一
本
七
銀
～
十
五
銀
の
も
の
を
部
落
持
ち
の
舟
で
低
廉
に
運
び
称
る
の



で
肥
料
代
と
し
て
の
現
金
支
川
も
少
な
-
之
亦
大
な
る
恩
恵
で
あ
る
｡

㊨
作
物
申
枇
杷
と
蜜
柑
と
根
菜
類
が
主
役
.
枇
杷
は
市
以
外
に
北
九
州
､
京
阪
'
遠
-
大
連
迄
進
出
､
早
期
出
荷

(走
少
は
四
月
下
旬
)風
味
良
好
に
名
高
-
春
雄
の
小
形
種
を
改
善
し
て
商
晶
性
を

一
層
高
め
つ
J
あ
る
｡
山
麓
両
に

標
が
る
枇
杷
園
に
は
毎
年
約
十
常
闇
の
黄
金
が
覚
る
｡
両
道
､
藤
野
'
武
部
落
中
心
の
在
来
小
蜜
柑
は
良
味
を
が
ら

市
場
向
と
し

て商
品
性
低
-
温
州

へ
の
輯
向
が
著
し

5'.
鹿
見
島
名
物
と
し
王
歯
群
の
楼
島
大
根
は
島
の
土
質
に
好

通
し
蛤
捕
p
白
檀
､
高
免
が
中
心
地
で
年
々
約
五
苗
圃
の
収
入
を
あ
げ
る
｡
璃
物
用
､
千
大
根
用
の
練
馬
大
根
の
栽

培
も
亦
盛
で
あ
る
｡

q南
瓜
p
南
瓜
'
農
事
の
早
熟
栽
培
地
と
し
て
も
卓
越
し
西
瓜
は
六
月
下
旬
既

に
走
-
を
出
し
て
熊
本
､
奈
良
､

愛
知
産
よ
-
も
高

い
手
取
値
段
と
在
る
と
言
ふ
｡
要
す
る
に
優
れ
た
る
地
班
的
修
件
の
下
に
土
地
経
済
化
に
カ
を
注

ぎ
開
塾
地
域
と
し
て
の
敬
連
を
藩
げ
っ
ゝ
外
は
市
場
国
の
横
大
に
､
内
は
晶
種
の
商
晶
性
向
上
に
努
力
し
卓
越
せ
る

早
熟
地
と
し
て
世
に
現
は
れ
つ
～
あ
る
で
の
あ
る
｡

⑦
吉
野
基
地
の
特
殊
園
塾

の
鹿
児
島
市
の
北
部
の
頗
大
在
友
砂
基
地
は
極
め
て
綬
科
し
ね
轟
地
面
に
樹
枝
批
必
縦
谷
の
彫
刻
を
始
め
ね
幼
年

基
地
で
あ
る
｡

+

㊥
嘗
っ
て
は
牧
場
と
し
て
利
用
さ
れ
カ
地
で
あ
る
が
今
は
全
面
耕
地
化
さ
れ
て
ゐ
る
｡

⑳
市
に
澱
も
近
い
雀
ケ
官
､
背
迫
､
七
牡
'
中
町
等
の
宋
静
は
脱
臭
島
苗
に
依
存
す
る
特
殊
園
番
地
背
と
し
て
特

色
を
持
つ
｡
火
山
衣
の
風
化
土
で
あ
る
所
謂
ポ
ッ
コ
土
は
苗
木
育
生
に
好
通
し
て
ゐ
る
革
や
'
封
建
時
代
島
津
家
に

陳
隅
地
域
に
於
け
る
固
鉱
柴

三

三
三



地

球

鮮
二
十
七
客

筋

二
晩

〓
ニ

三
的

放
て
獅
庭
師
を
代
々
青
野
に
設
け
植
木
瓶
の
仕
立
を
夜
n
し
め
た
歴
史
や
'
位
置
の
優
れ
た
る
罫
等
の
譜
楳
件

に
依

っ
て
夙
に
庭
木
栽
培
､
花
井
(
切
花
)栽
培
p
盆
栽
育
苗
開
塾
等
の
磯
達
を
見
た
の
で
あ
る
｡
毎
年
鹿
見
島
市
に
閃
か

る
J
木
市
の
地
元
と
し
て
卓
越
し
た
地
位
を
保
ち
野
末
､
切
花
の
捨
払
嚢
-
が
終
年
基
地
か
ら
市

へ
行
列
を
な
す
近

郊
村
で
あ
る
｡
青
野
は
於
で
は
自
然
性

へ
の
通
鷹
が
歴
史
的
は
進
化
し
わ
串
p
市
街
接
撹
地
か
ら
基
地
奥
部

へ
景
観

が
漸
移
す
る
事
等
が
見
ら
れ
る
｡
毒
地
面
の
今
日
の
不
完
金
を･6交
通
路
が
面
目
を
改
め
る
時
､
全
面
的
に

<I
暦
集
約

化
し
て
磯
展
す
る
事
で
あ
ら
う
O

①
市
の
西
南
近
接
地
城
｡
市
の

一
部
と
在
っ
た
肘
武
田
､
中
郡
宇
'
及
谷
山
町
等
は
何
れ
も
近
郊
的
固
整
地
と
し

て
市
と
密
接
な
踊
係
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
之
は
前
掲
の
早
熟
歳
末
栽
培
事
業
成
績
に
譲
与
苗
に
は
省
略
す
る
｡

五
､
結

語

①
薩
隅
地
域
の
園
華
業
は
農
村
経
済
の
不
況
､
境
野
の
向
上
等
の
時
代
性
は
練
を
畿
し
た
.

①
著
し
い
磯
達
を
且
つ
ゝ
あ
る
の
は
自
然
の
助
長
修
件
は
依
存
す
る
事
が
大

き
い
｡
即
ち
気
侭
は
早
熟
'
抑
制
栽

培
に
よ
き
影
響
を
輿

へ
土
地
に
就
て
は
利
用
可
能
の
砂
地
'
友
砂
基
地
の
休
閑
地
が
磨

い
｡

③
斯
業
の
分
布
は
爾
牛
島
の
海
岸
地
方
に
春
し
敢
近
因
鰹
的
ほ
敬
展
し
て
衆
た
0

①
市
場
向
き
と
し
て
は
就
英
数
が
主

さ
を
覆
し
其
の
仕
向
先
は
北
九
州
'
山
陽

1
*
'
阪
帥
'
名
i;
崖
'
東
京
等

の
文
化
地
帯
で
あ
る
｡

①
特
色
あ
る
園
沓
地
帯
と
し
て
指
宿
は
泉
熱
利
用
の
促
成
栽
培
に
楼
島
'
青
野
は
市
の
近
郊
村
と
し
て
特
異
の
敏

速
を
務
げ
た
｡
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他
兇
位
牌
の
地
顔
桝

施
兇
良
悌
知
如
甘
於
統
計
係
刊
行

恥
.:={
市
近
郊
に
於
け
る
t
.地
利
用

地
批
撰
評
論
(
昭
光
､

1
)
田
水
孜
郎
氏

他
見
良
市

の
郊
外
鵬
故
地
廿
と
し
て
政
逢
せ
る
桜
島
火
山
班
地
域

の
利
用

石
橋
串
緋
氏

飽
和
(
臆
業
風
土
記
)

鵬
児
島
糠
鹿
骨
毅
行

統
計
戦

略
鹿
骨
の
調
光
せ
る
も
の

婚
約
の
旗

仙
術
､
班
女
抑
校
友
骨
髄
(
昭
､
八
)

伽

兇
良
市
に
於
け
る
水
神
に
就
て

刑
柄

止

別
と
紐
解
(
昭

二
i
r
六
)

火

山

単

語

史

(
讐

然
し
'
他
の
地
域
で
は
'
軍
資
の
観
察
か
ら
導
か
れ

た
結
論
が
,
歓
洲
畢
界
に
は
注
意
さ
れ
る
乙
と
覆
し

該
地
方
に
の
み
限
ら
れ
カ
ま
～
で
あ
っ
た
｡
斯
-
で
'

ラ
テ
ン
･
ア
メ
-
カ
で
は
､
地
震
或
は
火
山
破
裂
に
際

し

て
p

泥
や
水

の
氾
濫
が
度
々
観
察
さ
れ
'
火
山
を
火

火

=_

解

離

史

山

田

節

三

葦

の
両
(F
u
e
rb
erg
e)
と
水
火
山
(W

asservulkane)と

は
介
粗
す
る
に
至
っ
た
が
t
rJ
れ

に
つ
い

て欧
洲
では

フ
ン
ボ
ル
ト
A
.Y
o
n

H
u
m
b
olt
の
大
旅
行
攻
で
､
何

等
任
意
さ
れ
る
所
が
私
か
っ
ね
の
で
あ
る
｡

7
五
八
〇

年
S
a6
Jorg
e
に
於

い
tJ
.
或
は

一
七
五
九
年
J
G
ou
llo
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